
今月の聖句                  

いと高き所には栄光神にあれ   

地には平和、み心に適う人にあれ 
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子どもたちはクリスマスに向けて

ページェントの練習を始めました。去

年やったパジェント、クリスマスの降

誕劇を今年は自分たちが主役でやり

たいと年長のちゅーりっぷ組のみん

なが中心となって頑張っています。一

生懸命に台詞を覚え、歌を歌ってイエ

スの誕生の出来事を劇にして披露し

ます。12月 5日に幼稚園のクリスマス

礼拝を行なって披露をします。是非頑

張っている子どもたちを見にきてく

ださい。詳しくは幼稚園からのたより

をご覧ください。 

毎年 12 月の聖句は、野原で羊の番

をしていた羊飼いたちに語られた天

使の言葉を学びます。古代の都市では、

城壁が街を囲み、人の出入りは門を通

り、不審者は夕方から町へは入れなか

ったようです。羊飼いたちは町の外で

生活しています。と言うことは町の住

人とは思われていなかった。社会から

排除されていたと言って良いのでし

ょう。夜になると町の外でたむろして

いる連中、町の人々からしてみれば、

盗賊にも等しいという気持ちもあっ

たのでしょう。羊飼いの生活は過酷で

す。草を求めて一日中、野原を羊を連

れて歩き、夜は野宿が常です。夜にな

れば野獣が羊を襲いに来ることから

守らなければなりません。彼らは銃を

持つわけでもなく、杖一本で守ってい

ました。降誕劇の時に羊飼いさんは杖

を持っていますが、そんなために使っ

ていたのです。彼らの生活は底辺の底

辺。本当はこんな生活から一日も早く

抜け出したい、でも適わない。所詮自

分たちは人にも神にも見捨てられた

存在だと感じていたのでしょう。彼ら

の心は深い闇に包まれていたのでし

ょう。当時の人々は豊かであることは

神によってなされたのだ。もちろんそ

うですが、自分たちは何か素晴らしい

ものを持っていたから恵まれている

のだと考えました。それですから、貧

しい人は神に見捨てられている。それ

は何か悪いことをしたからだ。大変な

間違いをしたから今の生活になって
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いる。だからそんな奴らと一緒にいる

と、自分たちも巻き添えを食うかも知

れない。自分たちの生活の場所から排

除しようと考えたのです。しかし豊か

な人も羊を食べることも、乳を飲むこ

ともあるでしょう。羊飼いたちがいな

ければ彼らの食卓は惨めなものです。

人に厳しく辛い仕事をさせて､感謝す

るのでも無く､蔑んでいた。町の豊か

な人々もローマ帝国の支配下でその

圧政に苦しんでもいました。そのスト

レスはより弱い存在に向けられてい

きました。繰り返しになりますが、二

重三重の差別や偏見の中で羊飼いに

代表される貧しく、踏みつけにされて

小さくならざるを得なかった人々、希

望を失い暗闇の中に置かれた人々に

神は大きなメッセージを与えるので

す。暗闇の中に突如現れたのは天使の

大群。光り輝く中で天使たちが叫んだ

のです。この話は 2000 年前の神話だ

とする事もできますが、神の思いは

2000年経っても変わっていません。ど

んなに暗闇の中におかれて希望を失

うような日々を過ごしていても、神は

決して見捨てることはない。今もそん

な状況の人々に語りかけてくださる

のです。神は語ります。「安心しなさい。

大丈夫だ。あなたは見捨てられていな

い。神に顔を向けて新しい歩みを始め

なさい。立ち上がり

なさい。」クリスマ

スの出来事は単に

救い主が生まれた

ことの記念ではあ

りません。救い主の

誕生によって神の本質が明確に示さ

れた。愛の神の現実が実現したことを

信じることが大切です。このできごと

は多くの人々に変革をもたらしまし

た。自分勝手に自己愛に生きていた

人々が､神の愛に触れて変えられてい

くのです。クリスマスと言えばサンタ

クロース。これは実在の聖ニコラスと

いう人の事です。神の愛を知ったニコ

ラスは、この世界で苦しみ辛い思いを

している人々､ことに子どもたちが社

会から見捨てられている現実を放置

できずに愛を配りだしたのです。それ

がクリスマスにプレゼントを配るよ

うになった始まりです。皆さんもクリ

スマスの出来事を少し考える時間を

持ちませんか。子どもとのクリスマス

礼拝、キャンドルサービス、教会の礼

拝、皆さんと祝い、クリスマスの意味

を考えていきましょう。 

 

 

八王子復活教会のクリスマス礼拝 

12月 21日 降臨節第 4主日 

聖餐式   7時 30分 10時 30分 

夕の礼拝  16時 

10時半の礼拝後クリスマス祝会 

12月 24日 降誕日前日 イブ 

  聖書と聖歌の礼拝  19時 30分 

  聖餐式         23時 

12月 25日  降誕日 クリスマス 

  聖餐式  7時 30分 10時 30分 

どなたでもご参加できます。 

皆様の参加をお待ちしています。 

ご一緒に救い主の降誕を 

お祝いいたしましょう。 


